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　地域のつながりが強いと煩

わしさも募るではないかと心

配になる。観音寺で暮らすの

であれば、地域の行事や自治

会活動への参加は避けられな

い場面もありそうだ。でも、そ

れらはただ負担に感じられる

だけだろうか。

　事実、観音寺では、地域で

一緒になって何かをすること

が少なくない。草刈りは全世

帯でしっかりやらないと困っ

てしまう。昔は、雪かきや田植

えなどは総出だった。

　昔から続いてきた伝統・慣

わしがいろいろある。1月から

2月に掛けての行事だけでも、

山の神、オコナイ、勧請吊…。

　白山神社、観音寺（天台宗）、

善徳院（浄土宗）といった寺

社があり、神事・仏事も欠かせ

ない。寺の施餓鬼、仏名会、彼

岸…。今は宿泊はしないが以

前は神社での宮籠というのも

あった。

　そうした行事や役割は当屋

などと呼ばれる、その年の当

番となった世帯が担当する。

そもそも行事・役割が多いが

世帯は少ないので、こうした当

番はすぐ回ってくる。ただ、観

音寺の人たち自身、こうした状

況がそのままで良いと考えて

いるわけではなく、丁寧に話し

合って少しずつ負担を減らす

ような工夫を凝らしてきた。

　たとえば、当番の世帯数を

増やしている行事もある。当

番の世帯数が少ないと、その

中で忌（不幸）が出た場合には

実質1世帯で担当しなくては

ならなくなってしまうことも

ある…。だから、回ってくる順

番が少し早くなるとしても、

最初から多めに当番世帯を決

めておくことで結果的に負担

を減らせる。

　また、古くから続くならわ

しの方法がわかりやすいよう

な資料を用意したり、当日の

作法を一部簡略化したりもし

ている。

　伝統はしっかり守り絶えな

いように続ける一方で、こう

した柔軟で現実的ともいえる

変化を厭わない。このバラン

スこそが、観音寺が永く続い

てきた秘訣かもしれない。

　観音寺にも若い人たちが

何戸か暮らしている。旭夫婦

の話を聞いていても、若い世

代への不満は一切出なかった。

「結婚してはるふたりやった

ら、ふたりとも参加いうのは

難しいやろ」と気遣ったり、

「みんながうまいこと溶け込

んでくれてはる」と喜んだり

している。

　2012年8月12日。旭邸の

門には「cafe  上ノ坊」の旗が

踊った。上ノ坊や南ノ坊は、旧

くこの地域で宿坊が営まれて

いた名残の屋号だ。

　当時、立教大学から全国のい

くつかの地域に入って学ぶプ

ログラムの一環で栗東市役所

に来ていた大学生の松本さん

が、一日限定でカフェを開いた

のだ。彼女は、旭邸にホームス

テイし、旭夫婦が「部屋」と呼ぶ

離れで寝泊まりしながら数週

間を過ごした。市役所に通うだ

けではなく、毎日、善吾さんや

繁子さんにいろいろな場所に

連れて行ってもらったり、一緒

に料理をしたりした。

　一日カフェでは、そうした

素敵な時間が多くの来場者に

も共有された。「c a f e  上ノ

坊」には観音寺の外からも多

くの人が訪れ、澄んだ空気や

美しい眺望、そして旭夫婦や

来場者との交流を楽しんだ。

松本さんが観音寺を再訪でき

たのは、このあと一度だけ

だったが、それでも松本さん

にとっても、迎え入れた旭夫

婦にとっても彼女が観音寺で

過ごした思い出はかけがえの

ないものになっている。そし

て、一日カフェが生んだ人の

交流は今なお続いている。

　観音寺にはどこか「行って

みたいな」と思わせる魅力が

ある。

　ご夫婦は12歳から24歳ま

での6人の孫をもつおじい

ちゃん・おばあちゃんだ。近く

の東坂に住んでいた叔父が自

宅の押入を暗室代わりにして

写真を現像するほどの写真好

きだったこともあり、ご主人

は今も写真撮影を趣味にして

いる。孫が野球の試合に出る

と望遠レンズをつけて撮影に

出かける。

　娘たちは3人とも栗東市内

に住んでいて、盆と正月には

孫たちも観音寺に集まってく

れる。とはいえ、普段この家は

夫婦ふたりきりでの生活だ。

それぞれに独立して家族を

もっている娘たちが急にここ

に帰ってくるともご夫婦には

思えない。

　自分の子や孫が家や地域

での暮らしを継いでくれるこ

とを、もしかしたら心のどこ

かでまだ期待しているかもし

れないご夫婦に尋ねるのはた

めらわれたが、「ご家族でなく

ても、誰かがこの家をうまく

ね、住んだり暮らしてくれた

りすると嬉しいですか」と聞

いてみた。

　「自分らでこの家を潰さす

のはなんやから。そら、誰か

入ってくれはったら一番ええ

かなとは思うな、うん。潰して

しもうたら、そんで終わりや

わな。」とご主人はいう。

　この言葉には、建物自体の

価値への思いも込められてい

る。「今の建築では、こんな大

きいもん作らへんから…

うち、ええもんは使ってない。

節だらけのもんも使ってない

けど。」最高の材を使っている

わけではないが、かといって

悪い材でできているわけでは

ない。昔ながらの建築で、襖を

外せば集会ができる空間がで

きるし、普段は部屋ごとに分

けられる。離れで勉強したり

寝泊まりすることもできる。

それに、実は天井から階段を

下ろせば――床に届かないか

ら台を置かないといけないが

――2階にもいける。そして、

外には蔵もある。

　家だけではなく地域での暮

らしも、「潰してしもうたら終

わり」だ。「ちょっと直したら、

もうちょっといけると思うね

んけど」という善吾さんの声

には熱がこもった。

　

２
０
１
２
年
に
一
日
限
定

で
旭
邸
で
開
催
さ
れ
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
。都
内
か
ら
来
た

大
学
生
が
企
画
し
た
。

　

宿
坊
だ
っ
た
往
時
の
名
前

を
用
い
た
、セ
ン
ス
の
光
る

カ
フ
ェ
の
幟
は
ま
た
い
つ
か

使
わ
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
。

日
帰
り
ト
リ
ッ
プ
感
覚

限
定
開
催
の
カ
フ
ェ

　

滋
賀
県
で
は
村
境
に
注
連

縄
を
吊
る
す
地
域
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、こ
れ
を
勧
請
吊

な
ど
と
呼
び
ま
す
。

　

観
音
寺
で
も
毎
年
村
の
入

り
口
に
こ
れ
を
飾
り
、年
初

最
初
の
地
域
外
か
ら
の
来
訪

者
を
待
ち
ま
す
。餅
米
の
藁

の
ほ
か
、山
か
ら
樒
や
漆
な

ど
を
採
っ
て
き
て
用
い
ま
す
。

村
の
入
り
口
に
か
か
る

《
勧
請
吊
》

地
域
食
材
で
つ
く
る

《
観
音
寺
里
山
弁
当
》

　
「
堂
　々

り
っ
と
う
景
観

記
念
日
」の
一
環
で
、２
０
１

１
年
に「
観
音
寺
集
落
ま
る

ご
と
里
山
学
校
」が
開
催
さ

れ
、４
０
０
人
近
く
が
参
加

し
ま
し
た
。里
山
学
校
の
参

加
者
た
ち
も
一
緒
に
手
作
り

体
験
を
し
た
観
音
寺
里
山
弁

当
。繁
子
さ
ん
は
こ
の
体
験

企
画
の
中
心
で
し
た
。

!!

　

集
落
の
名
に
も
な
っ
て
い

る
観
音
寺
と
同
境
内
の
白
山

神
社
。少
し
下
る
と
集
落
内

に
は
無
住
の
善
徳
院
が
あ
る
。

　

観
音
寺
の
人
た
ち
は
寺
社

の
勤
め
も
輪
番
で
担
い
、伝

統
を
次
の
世
代
へ
と
継
承
し

て
い
る
。

《
白
山
神
社
・
善
徳
院
》

信
仰
の
篤
い
山

　

山
で
の
暮
ら
し
で
は
、燃

料
と
な
る
薪（
割
木
）が
豊
富

に
採
れ
ま
す
。山
入
り
し
て

採
り
割
っ
た
薪
は
こ
う
し
て

乾
燥
・
保
管
し
日
々
使
わ
れ

ま
す
。昔
は
集
落
の
外
、草
津

の
料
亭
な
ど
に
も
卸
さ
れ
て
、

観
音
寺
の
経
済
を
支
え
る
の

に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

観
音
寺
の
各
家
庭
の

庭
に
あ
る
《
割
木
》

　

旭
善
吾
・
繁
子
夫
婦
は「
ふ
た
り
と
も
後
期
高

齢
者
」
と
明
る
く
笑
う
。
夫
婦
は
と
も
に
昭
和

19
年
生
ま
れ
。
観
音
寺
に
あ
る
ご
自
宅
を
訪
ね

た
と
き
、
ご
主
人
の
善
吾
さ
ん
に「
う
ち
で
え
え

の
か
な
、
ま
だ
住
ん
で
る
の
に
？
」
と
聞
か
れ
た
。

　

地
域
の
暮
ら
し
や
大
切
な
家
を
、
ど
う
に
か

大
事
に
住
み
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
ら
と
い
う
私

た
ち
の
思
い
を
、
汲
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
自
分
の
家
だ
け
で
は
な
く
、

観
音
寺
に
は
住
み
継
ぐ
の
に
価
す
る
家
が
ほ
か

に
も
あ
る
。
そ
ん
な
謙
虚
さ
や
気
遣
い
、
そ
し

て
地
域
へ
の
誇
ら
し
い
気
持
ち
も
ご
主
人
の
短

い
問
い
か
け
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

善
吾
さ
ん
は
、
私
た
ち
が
訪
ね
た
ご
自
宅
で

生
ま
れ
育
っ
た
。
自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
き
た

こ
の
家
が
い
つ
か
ら
あ
る
の
か
、
実
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
。「
親
父
は
全
然
さ
わ
っ
て
な
い

と
思
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

改
修
は
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
何
も
変
化
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
屋
根
の
煙
出
し
を
取
り
払
っ
て
、
周

囲
を
サ
ッ
シ
に
換
え
た
。
そ
れ
に
水
回
り
も

「
ち
ょ
っ
と
改
修
し
た
」。

　

台
所
、
ト
イ
レ
、
風
呂
と
い
っ
た
水
回
り
は

日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
だ
。
少
し
登
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
共
有
の
池
か
ら
、
松
の
枕
木
の
上

に
竹
の
樋
を
通
し
て
、
家
の
中
に
あ
っ
た
大
小

２
つ
の
池
に
水
を
引
い
た
。
い
か
に
も
山
間
の

集
落
ら
し
い
。
家
の
中
の
池
に
溜
め
た
水
は
、

飲
ん
だ
り
、
炊
事
・
洗
濯
に
使
っ
た
り
、
風
呂

に
運
ん
で
使
っ
た
り
と
な
ん
で
も
使
う
。「
雨

降
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
わ
。
真
っ
赤
っ
か
で

す
わ
」
と
、
困
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

い
ち
い
ち
水
を
運
び
、
薪
を
く
べ
て
温
め
る

と
な
る
と
、
風
呂
に
入
る
の
も
ひ
と
苦
労
だ
っ

た
は
ず
だ
。
で
も
、
こ
の
家
で
は
年
中
欠
さ
ず
風

呂
に
入
っ
た
。
善
吾
さ
ん
の
父
・
一
雄
さ
ん
が

毎
日
生
き
が
い
か
の
よ
う
に
焚
い
て
く
れ
て
い

た
。
風
呂
の
下
に
は
使
い
終
わ
っ
た
お
湯
を
受

け
る
湯
殿
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
担
桶
で
畑
に

撒
き
に
行
っ
た
。
そ
の
ま
ま
流
す
と
下
流
に
汚

い
水
が
流
れ
て
し
ま
う
。

　

今
で
は
市
が
整
備
し
た
簡
易
水
道
が
あ
る
。

山
の
水
を
引
い
て
い
た
こ
ろ
は
、
水
が
流
れ
続

け
て
い
た
が
、水
道
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。「
始

末
す
る
」、
つ
ま
り
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
使
わ
ず
節
約

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
や
は
り
水
道
の
水

が
安
心
で
、
山
の
水
は
濾
過
し
て
手
や
野
菜
を

洗
う
の
に
使
う
く
ら
い
だ
。

　

水
と
い
え
ば
、
ご
主
人
が
小
さ
い
こ
ろ
、
川

は
今
ほ
ど
大
き
く
な
く
入
っ
て
遊
べ
た
。
蟹
を

つ
か
ん
だ
り
す
る
水
遊
び
が
楽
し
か
っ
た
。
時

代
と
と
も
に
、
暮
ら
し
と
水
と
の
関
わ
り
は
変

わ
っ
て
き
た
。

水
回
り
の
変
化
と
暮
ら
し

地
域
の
人
た
ち
が
集
え
る
家

空
気
の
澄
ん
だ
「
山
奥
」
の

暮
ら
し
が
水
に
合
っ
た

天
水
の
里

観
音
寺
地
区

継
い
で
い
き
た
い
眺
め
が

趣のある古民家が醸し出す、

日常的な都市生活の雑踏から離れた環境は、

多くの学識者や画家、写真家などに愛されています。

「観音寺」の地名は、この地にある

同名の寺院に由来しています。

観音寺は、約1200年前に

金勝寺とともに開創された寺院として、

現在の阿星山の山頂にあったとされています。

いつの頃からか定かではありませんが、

当初は奈良の興福寺の法相宗の下にあったのが

天台宗に変わり、

湖南地域の天台仏教の一寺として

栄えたと文献にあります。

歳月を積み重ねてきた

観音寺の歴史

地域の伝統を

無理なく続ける柔軟さ

「ちょっと直したら、

　もうちょっといける。」

人がつながる観音寺

お話を伺って りっとう空き家バンクとは

・ あ と が き ・

観
音
寺
集
落
は
、栗
東
市
の
最
南
端
、

阿
星
山
の
ふ
も
と
に
た
た
ず
む

二
十
一
世
帯
の
集
落
で
、

琵
琶
湖
に
接
し
な
い
栗
東
市
に
あ
っ
て
、

唯
一
琵
琶
湖
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
形
条
件
に
よ
り
夏
は
涼
し
く
、

冬
に
は
雪
が
積
も
り
、

平
野
部
の
滋
賀
県
湖
南
地
域
に
は
な
い

気
候
・
風
土
が
あ
り
ま
す
。

いつも暖かく迎えてくれるご当主に甘え、昔の子ども部屋や蔵、台所

など、家屋の隅々まで拝見したり、ご夫婦の馴れ初めやご家族のエ

ピソードなど多くの物語を拝聴しました。時間が経つのを忘れてしま

い、ついつい長居してしまったり、話しが彼方此方に脱線してしまう

など、そんな調査にお付き合いさせてしまいました。私たちはいつの

間にか、居心地の良さに心が安らぎ、時間がゆっくりと流れる観音寺

時間に魅了されていました。そんな調査にご協力をいただいたことに

感謝申し上げます。

栗東市では、空き家や空き店舗などを地域資源と考え、各地

域のまちづくりへの想いに寄り添いながら、住み続けてきた

住まいを活用したいなどの空き家の所有者の想いと、栗東市

で暮らしたい、お店を開きたいなどの移住・利活用を希望す

る人の想いのマッチングをサポートします。

歴史を継いできた住まいを継承していくために、きめ細かな

相談対応を行うとともに、空き家での多様な暮らし方や活用

の方法などを提案し、栗東市での暮らしや利活用をお手伝い

していきます。これからの「観音寺（かんおんじ）」に思うこと

観音寺のまちづくりに関わり始めて約10年になる。その頃と変わら

ない風景もあれば、変わりゆく景観も見られた。これからまた10年。

年月の経過を通じて変わりゆくものとそうならないものが現れるだろ

う。ただ、住まいや地域の記憶が大切に受け継がれるとともに、この

観音寺を大切に思う新たな住まい手が、新しい物語を紡いでいくこ

とで、観音寺固有の魅力が上書きされていくことに期待したい。

ht t p s : / / r i t t o - a k i y a ban k . j p / りっとう空き家バンク
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ご
夫
婦
で
暮
ら
す
、
こ
の
家
に
も
昔
は
も
っ

と
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
た
。
ご
夫
婦
の
３
人

の
娘
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
一
雄
・
カ
ズ
夫
婦
や
、

一
雄
さ
ん
の
お
母
さ
ん
・
コ
ヒ
デ
さ
ん
も
同
居

し
て
い
た
。

　

末
の
娘
が
ま
だ
１
歳
の
昭
和
52
年
は
旭
家
に

と
っ
て
た
い
へ
ん
な
一
年
だ
っ
た
。
カ
ズ
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
百
か
日
が
済
ん
で
す
ぐ

に
コ
ヒ
デ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
だ
。
当
時
は

葬
儀
も
自
宅
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
地

域
の
人
た
ち
も
旭
邸
に
集
ま
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
と
き
に
昔
な
が
ら
の
家
の
造
り
は
便

便
利
だ
。
普
段
は
６
畳
・
８
畳
・
８
畳
と
三
つ
に

仕
切
ら
れ
て
い
る
部
屋
も
、
襖
を
外
す
と
22
畳

の
大
き
な
部
屋
に
な
る
。
観
音
寺
に
公
民
館
が

な
か
っ
た
こ
ろ
は
、
婦
人
会
の
集
ま
り
な
ど
も

誰
か
の
家
に
集
ま
っ
た
。
自
治
会
長(

区
長
）
に

な
れ
ば
自
分
の
家
が
寄
合
の
会
場
だ
。

　

結
婚
式
も
も
ち
ろ
ん
自
宅
で
開
か
れ
た
。「
昭

和
44
・
45
年
か
そ
れ
く
ら
い
で
家
で
す
る
の
は
終

わ
り
や
っ
た
ね
。
私
ら
は
ね
、
勤
め
先
に
ま
め

な
人
が
い
は
っ
て
ね
」「
ケ
ー
キ
作
っ
て
く
れ

は
っ
た
ね
」
と
ご
夫
婦
は
式
を
思
い
出
し
て
盛

り
上
が
る
。

二
人
は
職
場
結
婚
だ
が
、
繁
子
さ
ん
は「『
山
奥

に
い
か
は
る
ん
や
な
あ
』
っ
て
み
ん
な
よ
う
言

う
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
と
こ
ろ
が
、「
山

奥
」
の
観
音
寺
は
奥
さ
ま
に
と
っ
て
水
の
合
う

地
域
だ
っ
た
。
身
体
が
悪
か
っ
た
奥
さ
ま
は
、

空
気
が
い
い
観
音
寺
で
暮
ら
す
う
ち
、
す
っ
か

り
元
気
に
な
っ
た
。
全
国
大
会
に
も
行
っ
た
婦

人
消
防
ポ
ン
プ
操
法
で
筒
先
員
と
し
て
活
躍
し

な
ぶ
っ
た

あ
た
い

ゆ
ど
の

た
ん
お
け

た
り
、
地
域
で
開
か
れ
た
里
山
学
校
で
は
里
山

弁
当
の
準
備
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
り
と
、

き
わ
め
て
活
動
的
だ
。

　

今
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
栗
東
市
内
に
暮
ら

す
３
人
の
娘
た
ち
も
観
音
寺
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
に
行
く
に
も
親
の
車
で

の
送
り
迎
え
が
な
い
と
難
し
い
。
上
の
娘
た
ち

の
と
き
に
は
観
音
寺
に
も
同
級
生
が
多
く
、「
ハ

ウ
ス
の
横
桟
を
鉄
棒
代
わ
り
に
遊
ん
ど
っ
た
」。

観
音
寺
を
み
た
い
と
言
っ
て
麓
の
友
だ
ち
が
遊

び
に
来
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
と
き
、

帰
り
は
車
で
送
り
返
し
た
。

 

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
る
に
は
便
利
な
昔
な
が

ら
の
間
取
り
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
必
ず
し

も
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
自
分
ら
の
部
屋
ほ
し
い
ほ
し
い
言
い
や
っ
た
な
。

か
わ
い
そ
う
や
っ
た
」と
繁
子
さ
ん
は
振
り
返
る
。

そうで

みやごもり

かみのぼう

かんじょうつり

せがき ぶつみょうえ

　

観
音
寺
で
の
暮
ら
し
に
は

や
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
こ

と
も
あ
る
。包
み
隠
さ
ず
に

そ
れ
を
書
く
の
は
、本
気
で

新
し
い
仲
間
た
ち
と
一
緒
に

暮
ら
し
た
い
か
ら
こ
そ
。

《
観
音
寺
暮
ら
し
七
箇
条
》

農業をしなが
ら

暮らしたい

ギャラリー・イ
ベント

に使いたい
誰かとシェア

して暮らした
い

カフェ・レストラン

に使いたい！
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NPO法人  くらすむ滋賀

わたしたちは、美しい家屋を住み継ぐための仕組みとして、語りを紡
ぐことにより地域文化や地域社会を再発見、再評価する「住まいの記
憶史」を紡いでいきます。こうした活動を通じて、百年先の次代へと
守るべき地域文化や地域社会をつないでいくことに貢献します。

栗東市 住宅課 （栗東市役所2階）

〒520-3088 栗東市安養寺一丁目13-33

「りっとう空き家バンク」のお問い合わせは

TEL.077-551-0347



継
い
で
い
き
た
い

眺
め
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、

つ
ち
の
香
り

ひ
と
の
温
度
、

も
の
の
記
憶

ま
ち
の
歴
史…

し
っ
か
り
と
、

根
付
い
て
い
る
。

s
u

m
i t

s
u

g
u

 

F EBRUA RY 2020
KANONJI

ritto-akiyabank.jp

2020 City of Ritto All R ight s Reserved.C


